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GARP／MONEX　Informal　meetingの報告

第1回MONEX小委員会は昭和50年2月6日に気象庁

予報部会議室で開催され，MONEXに参加する方法に

ついて討論がなされたが，さらに昭和50年度の気象学会

春季大会会第3日目の夜，MONEXに関するInformal

meetingが開かれ，約40名の会員が参加した．討論の主

題は日本がMONEXに参加するのにどのような研究や

観測が必要かという点にあった．しかし，MONEXの

目的が末だ十分に会員に理解されていないことや，ネパ

ールやタイですら余り関心がない実情のもとで，日本が

MONEXに参加する必要性は何かという基本的問題が

再討論された．これはすでに天気22巻1号に説明されて

いることなので説明を省略するが，モンスーンはインド

だけの問題ではないという考え方から来ている．たとえ

ば，モンスーンはglobal　circulationの一環であり，イ

ンド周辺のIndir㏄t　circulationと太平洋のDir㏄t　cir－

culationとの間に中国大陸が位置していて，そこにも梅

雨とよばれる雨期が発生していること，あるいは，南西

モンスーンと太平洋の台風活動，MPTが無関係ではな

いという事実から，日本の梅雨をMONEXの一環とし

てとらえることは，意味のあることと思われる．

　具体的に日本がMONEXに参加する案としてつぎの

3つの柱が討論たされ．

　1．亜熱帯反流，海気交換の観測

　観測船をインド洋まで派遣することは難かしいが，

AMTEXと同様な体制で日本の南方海上を台湾～赤道

にかけて観測できるならば，モソスーン期の地上風系と

亜熱帯反流の関係を調査できる．また，水蒸気輸送など

境界層の観測は台風の発生機構を知るうえで重要だし，

静止衛星の下でのgrqund　truthを得るためにも東大の
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白鳳丸だけでなく，気象庁の観測船の参加が強く期待さ

れる，さらに，インド洋を航行する船舶に簡単を依頼す

ることも考えられる．

　2．モンスーンと梅雨の解析

　現象のスケールによって，取り扱い方が異なるが，大

きなスケールのものとしては300～100mbに現われる

チベット高気圧や亜熱帯高気圧の解析，経度によって変

わる子午面循環の解析を通してモンスーンと梅雨の関係

を明らかにすることがあげられる．雨という立場からは

もっと下層のじょう乱に注目し，水蒸気輸送の解析が重

要となる．また，モンスーンと中緯度偏西風とのエネル

ギー交換も梅雨期の気候を理解するのに重要な研究項目

にあげられる．さらに，イソドにおけるモンスーンとい

う直接的な研究テーマとして，ベンガル湾のモンスーン

低気圧の解析，インド洋上での大気のじょう乱の解析な

ども，大切な研究項目として考えられる．

　なお，これらの解析には整理たされ資料がすぐ利用で

きる体制を作ることの必要性が強く指摘たされた．

、3．数値シミュレーション

　チベット高原の役割りを明らかにするために，snow

coverや顕熱輸送をいろいろ変えてsensitivityを調べる

ことが提案された．

　当面は上記の3つの柱が中心になるであろうが，時間

の関係で十分討論できなかった点があり，MONEX小

委員会で今回の結論をさらに整理し，8月中に第3回

MONEX勉強会を開催して，さらに具体的なMONEX
参加の計画を討論する予定となった．

　　　　　　　　　　　（文責　朝倉　正，田中康夫）
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